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度
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　田原市の子どもと遊べる公園やイ
ベント、アウトドア情報など、ブログ、
フェイスブックを中心に紹介します。

　主にケーブルテレビ
のナビゲーターとして活
動します。市民記者とし
ても皆さんに田原市の
魅力を発信していきま
す。皆さんからも田原市
の魅力を教えていただ
けたら嬉しいです。

太田俊
しゅんいち

一
（童浦校区）

大久保ゆり
（田原中部校区）

近藤洋
よう

介
すけ

（田原東部校区）

永田篤
あつ

子
こ

（童浦校区）

小田康
やす

太
ひろ

（田原中部校区）

　昨年に引き続き、今年も
田原市の海の素晴らしさを
中心にお伝えします。ブログ
やフェイスブック、広報の記
事で紹介します。

　皆さんのちょっと知りたい
ことをお届けします。
新しい発見につながるよう
日々努力していきますので、
見かけたら声をかけてくだ
さいね。

　昨年に引き続き、団塊の
世代の広報サポーターとし
て、同世代の興味深い話題
や田原市の旬の農産物、イ
ベントなどをお伝えします。

◉広報秘書課☎22局0138
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５
月
23
日
（
土
）
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
開
催
さ
れ
た
「
ベ
ジ
コ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
の

ス
テ
ー
ジ
で
、「
La
＊
花
ノ
た
み
」
第
２
期

生
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ジ
コ
ン

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
審
査
員
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
La
＊
花
ノ
た
み
」
は
、
田
原
市
の
観
光

な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
平
成
25
年
10

月
に
結
成
さ
れ
た
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
で
、
第
1
期
生
が
約
１
年
半
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
、第
１
期
生
の
３
人
が
全
員
卒
業
し
、

新
た
に
第
２
期
生
の
５
人
で
新
生
「
La
＊
花

ノ
た
み
」と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。皆
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
La
＊
花
ノ
た
み
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tahara-hanatam

i.jp/

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２

　５月９日（土）、花の消費拡大を目的に名古屋の久屋大通公園
で、ＪＡ愛知みなみの花きの部会がフラワーマルシェを行いまし
た。花の産地から直送された色とりどりの切花をその場でブー
ケにしたり、産地だからこそできるお手頃価格で鉢物を販売し
たり、花の魅力をＰＲしました。また、ＪＡ愛知みなみ鉢物部会が
アジサイ祭り（５月３０日（土）、３１日（日））のＰＲを兼ねて市長を
表敬訪問しました。渡會会長が「情報発信をすることで豊富な

品種があることを多くの人に知ってもらい、花に興味を持ってもらいたい」と述べ、まずは花を
手にとってもらい、生産者自ら消費者に向けて花の魅力を伝えることに意欲を示しました。

◉花の消費拡大をめざして

12

▶農政課 ☎23局3517

6月の
アルストロメリア
（花／出荷時期：10月～6月）

県内で生産しているのは田
原市のみで、約７０品種ほど
生産しています。

花ことば
エキゾチック・援助・持続

ハイビスカス
（鉢花／出荷時期：4月～6月）

南国をイメージさせる花で県
内１位の生産量で、約４８万
鉢生産しています。

花ことば
常に新しい美

①あい
②マムホワイト
③自然豊かで
　空気がおいしい
④似てないモノマネ

①みいちゃん
②カーネーション
　ピンク
③蔵王山の夜景
④料理

①あん
②ローズレッド
③おいしい食べ物が
　たくさんある
④横笛、書道

①のんのん
②アジサイブルー
③サーフィンが
　できる海
④走ること

①なみ（リーダー）
②菜の花イエロー
③ココナッツビーチ
　伊良湖
④柔軟、料理

田
原
市
ご
当
地
ア
イ
ド
ル

「
La
＊
花
ノ
た
み
」第
２
期
生
デ
ビ
ュ
ー
！
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CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

地
域
の
話
題

田
原
南
部
校
区

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
メ
ー
ル
が
結
ぶ
安
心
と
絆き

ず
な

校
区
内
の
連
絡
事
項
を
よ
り
確
実
に
周
知
し
よ
う
と

携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
を
使
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
メ
ー
ル
」を
始
め
た

田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

う
ま
く
情
報
を
伝
達
す
る
に
は

　

田
原
南
部
校
区
で
は
、
平
成
26
年
９
月

１
日
か
ら
田
原
南
部
校
区
内
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
メ
ー
ル
の
発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
、
校
区
民

に
対
し
て
行
う
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、

携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
校
区
内
行
事
の
中
止
の
お

知
ら
せ
や
参
集
、
訃
報
な
ど
の
連
絡
は
、

回
覧
や
電
話
連
絡
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
留
守
で
不
在
の
家
庭
へ
の
連

絡
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
風
雨
な
ど
で
無

線
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

り
、
交
通
の
安
全
面
か
ら
道
路
上
へ
の
通

夜
告
別
式
案
内
看
板
設
置
が
で
き
な
か
っ

た
り
と
、
う
ま
く
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
着
目
し
、
校
区
民
か
ら
希

望
者
を
募
り
、
連
絡
事
項
を
メ
ー
ル
会
員

登
録
さ
れ
た
方
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

メ
ー
ル
で
確
実
に
情
報
を
知
る

　

現
在
、
２
１
０
人
の
方
が
メ
ー
ル
会
員

登
録
し
て
い
ま
す
。校
区
行
事
当
日
で
も
、

天
候
不
良
に
よ
る
急
な
変
更
連
絡
や
葬
祭

案
内
な
ど
の
一
斉
連
絡
な
ど
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
忙

し
い
中
で
メ
モ
を
取
ら
な
く
て
も
よ
い
」

「
メ
ー
ル
な
の
で
間
違
い
な
く
確
認
で
き

る
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

活
気
溢
れ
る
田
原
南
部
校
区

　

田
原
南
部
校
区
で
は
、
従
来
の
居
住
者

と
新
し
い
居
住
者
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
へ

の
転
入
者
）
が
共
生
し
、
活
気
が
溢
れ
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
参
加
に
よ
り
活
力
が
み
な
ぎ

り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
共
生
す
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
私
た
ち
。

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ー
ル
の

よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
絆き
ず
なが
よ
り
一
層
深
ま
る

よ
う
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

▲利用者からは大変好評です！ ▲市民館からコミュニティメールで一斉に情報発信

田原南部校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島
やぐま台

杉山

老津

259
42

42

田原南部市民館

259

渥美支所
赤羽根市民センター

田原南部小

▲コミュニティメールの受信画面

平成 27 年 6 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 4 │



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

NPO整理収納　東三河ネットワーク
～整理収納をして素敵な日々を送りましょう～

東三河に住む整理収納アドバイザー（※）が結成した「NPO 整理収納　東三河ネットワーク」。
（※ NPO 法人ハウスキーピング協会の認定資格）

　お家や職場を整理収納すると、その場所がスッキリするだけでなく、そこにいる人の気持ちもスッキリし、ゆっ
たりとした時間が流れるようになります。モノが片づくと気持ちや時間、見えないモノが豊かになるのです。
　下記の教室では、お片づけの手順・コツを整理収納のプロがお伝えします。片づかないお家のどこを、どうす
ればいいのか、はっきりわかるようになります。また、引き出しの整理収納の実習を取り入れ、お家に帰ってす
ぐに取り掛かれるプログラムになっています。
　整理収納をして素敵な日々を送りましょう。

市民活動紹介

　　　「市民提案型委託制度」は、行政が実施すべき性質の市民サービスなどに
ついて、効果的な事業内容を提案した団体と市が委託契約を結ぶものです。市
民協働で事業を実施することにより、少ない経費で高い効果を得ることが期待
されています。市民活動団体の皆さんの、自由で柔軟な発想での提案をお待ち
しています。今回募集されるテーマや応募方法は以下のとおりです。
募集テーマ1市民活動団体交流会「しみんのひろば」開催事業
　［提案内容］市全域を対象とした市民活動団体のＰＲ、団体間交流の場となるイベントの企画・開催
　［事 業 費］上限15万円

募集テーマ2男女共同参画啓発事業
　［提案内容］男女共同参画に関する講演会の企画・開催や啓発パンフレットの企画・作成、男女共同参画の視点からの

避難所開設・運営訓練　など
　［事 業 費］上限20万円
◉募集期間　6月17日水～7月17日金午後５時　※締切日必着
◉提案内容　上記の募集テーマに即した事業で、平成28年2月29日月までに完了する事業
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5人以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して、直接または郵送で提出。提案用紙は市ホームペー

ジからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/→トップページ右下「市民協働のまちづくり」）

◉審査方法　応募団体による担当課への提案説明により審査
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504 23局0180 kyoudou@city.tahara.aichi.jp
※平成28年度実施の「自由テーマ型委託事業」については、別途募集が行われます。

市民
提案 市の事業を受託してみませんか？

「整理収納で幸せになる！」お片づけ教室　基本編
日時：7／8水 13：00 ～ 15：00　
場所：田原文化会館　201 会議室
講師：鈴木直美氏（整理収納アドバイザー 2 級認定講師、整理収納アドバイザー 1 級）
定員：24 名（先着順）
参加料：2,500 円
申し込み：電話にて
▶申し込み先：NPO 整理収納　東三河ネットワーク
　☎ 22-4559 ／ 090-5109-6058（鈴木）、 090-9914-6481（もののべ）

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

81

創立30周年の記念に、土
と さ

佐文
ぶ ん た ん

旦などを植樹

　西にシデコブシが咲き乱れる滝頭。「恐竜の背」
を超えて登れば絶景が望める藤尾山。北にはゲン
ジボタルが飛び交う庄司川。衣笠小学校は、緑あふ
れる自然豊かな学校です。
  昨年度、創立30周年を機に、今まであった果樹園
の整備を行いました。学校西側の高台にある果樹
園には、スモモ４本、ウメ２本、サクランボ１本を
植えました。
　また、栄

えい

巌
がん

古墳南の竹林を開墾して、果樹園に生
まれ変わらせました。ここに、４年生が全校児童を
代表して、「２分の１成人式」で土佐文旦35本を植
樹しました。今では、どの果樹も勢いよく新芽が芽

吹いています。このほかにも、毎年４月には、運動場南側の竹
林で、タケノコ掘りを楽しむことができます。
  自然に学び、自然とともに成長する衣笠の子どもたち。今
は小さな果樹ですが、子どもも教師も実のなる日を心待ちに
して、大切に育てています。

衣笠小学校　「果樹園の整備と栽培」

　　人と人とのふれあいから、ふるさとを感じて

　神戸小学校の５年生は、毎年５月上旬に田植えを行っています。
初めて苗を手にした子は、「こんな草から本当にお米ができるの？」と
疑問をもちながら、恐る恐る田んぼに入りましたが、慣れてくると夢中
になって苗を植えました。
　田植え後は、稲の成長観察を定期的に行い、そこで生じた疑問を
解決するために、田んぼの世話人の方を招き、学習会も行いました。
　９月に入り、稲穂の頭が垂れてくると、いよいよ稲刈りです。慣れな
い鎌を手に稲を刈り取り、束にして学校へ運びました。乾燥後に取り
組んだ脱穀作業では、下に落ちたもみを拾い集め、わずかな米も大
切にしようとする姿が見られました。自分たちが育てた米に対する愛
着が感じられる場面でした。
　12月には収穫したもち米を使ってもちつきを行い、つき上がったもち
を全校児童に振る舞いました。
　このような長期にわたる活動を支えてくれたのは、田んぼの世話人、
ＰＴＡ役員、ボランティアの保護者の方々でした。地域の人たちの温
かい心にふれ、ふるさとを愛する心がますます育ったと感じています。

神戸小学校　「５年生による稲作」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「５年生による稲作」と「果樹園の
整備と栽培」の様子をご紹介します。

▲夢中になって田植えを行う子どもたち

▲９月には、稲の脱穀を行いました

▲土佐文旦の苗木を植える子どもたち

平成 27 年 6 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │
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ラ
ベ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
福
江
中
学
校
で
始

ま
り
ま
し
た
。同
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ「
ド
リ
ー

ム
の
会
」と
地
域
住
民
が
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
育
成
か
ら
オ
イ
ル
抽
出
ま
で
を
行

う
こ
の
取
り
組
み
。生
徒
ら
は
、専
門
家
に
教
わ
り

な
が
ら
、ラ
ベン
ダ
ー
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
で

地
域
の
魅
力
向
上
！

５
月
10
日［
日
］

▲文部科学省の、学校を核とした地域魅力化事業「学校・地域『創』プロジェクト」
　の一環として開始されました

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
田
原
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、各
地
区
か
ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
の
自
主
防
災
活
動
の
中
心
と
な
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
か
を
考
え
る
図
上
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。今
後
も
、研
修
な
ど
で
技
術
を
磨
き
ま
す
。

地
域
防
災
の
要
は

地
域
住
民
の
力

５
月
16
日［
土
］

　

山
林
火
災
訓
練
が
衣
笠
山
中
腹
付
近
の
仁
崎
観

光
道
路
と
大
山
ト
ン
ネ
ル
入
り
口（
伊
川
津
側
）で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。訓
練
に
は
田
原
市
消
防
団
の

全
10
分
団
・
約
５
０
０
名
が
参
加
。真
剣
な
表
情
で

中
継
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
、実
践
力
を
磨
く
と

と
も
に
、各
分
団
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
の
た
め

実
践
力
を
磨
く

５
月
24
日［
日
］

▲中継放水訓練を行う団員たち（衣笠山中腹付近）

▲的確な指示の出し方について積極的に意見を出し合う防災リーダーの皆さん
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1

の
駅
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
の
西
側
に
銅
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

★
い
の
り
の
磯
道

　

磯
丸
の
銅
像
が

建
て
ら
れ
た
す
ぐ

そ
ば
に
は
伊
良
湖

岬
灯
台
へ
続
く
い

の
り
の
磯
道
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
磯

丸
の
歌
碑
が
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
恋
愛
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
に
も
な
っ
て
お
り
、「
二
人
の
恋
が
結

ば
れ
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
歌
碑
の
前
で
願
い
を
か
け
る
と
恋
が
か

な
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
し
た
糟
谷
磯
丸
の
ほ
か
に
も
田

原
市
に
は
渡
辺
崋
山
な
ど
有
名
な
偉
人
が

い
ま
す
。
身
近
な
歴
史
に
一
度
触
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く
カ
イ
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankotaishi/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

と
か
い
く
ん
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原

市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
伊
良
湖
の
歌
人
糟
谷
磯
丸

　

磯
丸
は
伊
良
湖
町
の
漁
師
の
家
に
生
ま

れ
、
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
旅
人
た
ち
が
口
ず
さ
む
歌
に
不

思
議
な
魅
力
を
感
じ
、
努
力
し
て
文
字
を

覚
え
、
歌
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
涯
で
数
多
く
の
歌
を
作
り
、
そ
の
中

で
も
人
々
の
願
い
や
困
り
ご
と
な
ど
を
心

を
込
め
て
歌
に
し
た
ま
じ
な
い
歌
が
有
名

で
す
。
こ
の
歌
を
掛
け
軸
に
し
て
床
の
間

に
掛
け
る
と
不
思
議
と
そ
の
願
い
が
か

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
は
、
85
歳
で
生
涯
を
終
え
た
磯
丸

を
神
様
と
し
て
ま
つ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
、
生
誕
２
５
０
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
5
月
3
日
に
、
伊
良
湖
道

今
回
は
、
い
の
り
の
磯
道
に

建
て
ら
れ
た
磯
丸
の
銅
像
を

ご
紹
介
す
る
カ
イ
。

6

　

ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
は
、
渥
美
半
島

産
の
農
産
物
の
魅
力
を
発
信
す
る
応

援
隊
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
に
発

足
し
た
団
体
で
す
。
会
員
は
ジ
ュ
ニ

ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
以
上
の
資
格
を
持

っ
て
い
ま
す
。

▪
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
の
活
動

　

現
在
、
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
小
中
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
の

食
育
講
座
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

食
育
コ
ー
ナ
ー
出
展
で
す
。

　

保
育
園
で
の
食
育
講
座
で
は
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
野
菜
ク
イ
ズ

な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ベ
ジ
エ
ー
ル

渥
美
の
名
誉

会
長
キ
ャ
ベ

ゾ
ウ
と
の
ふ

れ
あ
い
は
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　

食
育
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
一
日

分
の
野
菜
の
目
標
摂
取
量
３
５
０
ｇ

を
ピ
ッ
タ
リ
あ
て
る
ゲ
ー
ム
や
、
に

お
い
あ
て
、
野
菜
カ
ー
ド
の
神
経
衰

弱
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
育
活
動
に
お

い
て
は
、
渥
美
半

島
の
野
菜
の
魅
力

や
お
い
し
さ
を
伝

え
、身
近
な
野
菜
・

果
物
に
つ
い
て
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
学
び
、
食

や
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
渥
美
半
島
産
農
産
物

の
販
売
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
レ
シ
ピ
紹
介

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
渥
美
半
島
の
農

産
物
を
知
っ
て
も
ら
い
、
新
鮮
な
農

産
物
が
身
近
に
あ
る
幸
せ
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

◦いのりの磯道

◦畑での食育講座

◦読み聞かせ

　

今
回
か
ら
、
隔
月
で
渥
美
半
島
産

の
農
産
物
の
魅
力
を
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥

美
が
ご
紹
介
し
ま
す
。
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防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

しろ
ちゃん

の
あ
る
方
で
す
。
ま
た
、
高
校
生
に
も

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
防
災
Ｖ
Ｃ
の
有
効
期
間
は
？

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
た
つ

と
知
識
も
低
下
す
る
た
め
、
市
で
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
」
の
受
講
を
お
薦
め
し
ま
す
。

▪
養
成
講
座
は
い
つ
開
催
さ
れ
る
の
？

　

今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
防
災
Ｖ

Ｃ
）を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
の
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。今
回
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
活
躍
す
る
防
災
Ｖ
Ｃ
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

▪
防
災
Ｖ
Ｃ
と
は
？

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
被
災
地
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
救
援
・
救
助
活
動
が
円
滑

か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
被

災
地
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
間
で
調
整

役
と
な
っ
て
も
ら
う
人
の
こ
と
で
す
。

▪
防
災
Ｖ
Ｃ
に
な
る
に
は
？

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
養
成
講
座
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
ま
で
に

２
９
０
名
が
「
田
原
市
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
ど
ん
な
人
が
防
災
Ｖ
Ｃ
に
な
る
の
？

　

市
内
在
住
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

vol.7
▶街づくり推進課 ☎23局3523

◉渥美半島の魅力ある景観を、ブログで発信！
～「渥美半島の美しい風景を発信し隊」の隊員を募集します～ 
　田原市では、国道４２号と国道２５９号を軸に、
渥美半島の魅力を発見し、自然や観光、文化などの
地域資源を生かして美しい道づくり・景観づくり
を行う渥美半島菜の花浪

ろ ま ん

漫街道の取り組みを推進
しています。これらの取り組みと、渥美半島の美し

い風景を中心とし
た魅力について、
ブログを活用し全
国へ発信する「渥
美半島の美しい風
景を発信し隊」を
市内外から広く募
集します。　

▲満開のヒマワリ

◦
対
象

市
内
在
住
で
、
２
日
間
と
も
受
講
で

き
る
方

◦
日
時

　

８
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦
場
所

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
（
３
階
）

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

info@
tahara-shakyo.or.jp

「発信し隊」への応募について
▶対象＝渥美半島の美しい風景が好きで全国に発信した
　いと思う方（年齢制限・定員なし）
▶応募方法＝「発信し隊へ応募」と明記し、「氏名」「ハ

ンドルネーム（あれば）」「性別」「生年月日」「住所」「電
話番号」「職業」をメールにて送信

▶応募先＝下記メールアドレス（街づくり推進課）
   machi@city.tahara.aichi.jp

　※ご応募いただいた方には、記事投稿用メールアドレスと
ブログの運用基準を送付します。

▶謝礼＝なし
▶ブログへの投稿内容＝渥美半島の美しい風景や街並

み、清掃活動、各種講座、イベント情報など
　渥美半島菜の花浪漫街道ブログ♪
　http://nanohanaromankaido.dosugoi.net/
▶お問い合わせ＝街づくり推進課

ぜひ一緒に
美しい渥美半島を
発信しましょう！
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第
１８
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

す
方
①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
（
以

下
、「
保
健
分
野
な
ど
」）
で
合
計
５
年
以

上
（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以
上
）
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
②
保
健
分
野
な
ど
の

業
務
に
従
事
し
、
勤
務
地
が
愛
知
県
に
あ

る
方
。
ま
た
は
、
か
つ
て
保
健
分
野
な
ど

の
業
務
に
従
事
し
、
現
在
、
愛
知
県
在
住

の
方　

▼
試
験
日
＝
10
月
11
日（
日
）　

▼
試
験
案
内
お
よ
び
願
書
の
配
布
期
間

／
配
布
場
所
＝
７
月
15
日（
水
）
ま
で
／

高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、

渥
美
支
所
市
民
生
活
課　

▼
願
書
の
受

付
期
間
＝
６
月
16
日（
火
）～
７
月
15
日

（
水
）

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）２
１
２
局
５
５
３
０

吉
胡
貝
塚
資
料
館
特
別
体
験
講
座

土
器
づ
く
り
と
野
焼
き

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
／
両
日
参
加
可
能
な

方
を
優
先
）　

▼
日
時
＝
【
制
作
】
７
月

５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
【
野

焼
き
】
７
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
雨
天
中
止
）　

▼
場
所
＝
吉
胡

貝
塚
資
料
館　

▼
内
容
＝
粘
土
を
こ
ね
て

縄
文
土
器
を
つ
く
り
ま
す
。　

▼
定
員
＝

20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
＝
３
０
０

円　

▼
そ
の
他
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

生
活

LIFE

　

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

　

放
し
飼
い
の
犬

が
、
子
ど
も
を
追

い
か
け
て
ケ
ガ
を

さ
せ
た
り
、
犬
自

身
が
交
通
事
故
に

遭
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
鎖
な
ど

で
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に
し
よ
う

　

室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
、
感
染
症
や
近
所
迷
惑
の
予
防
と
な

り
、
猫
に
と
っ
て
の
危
険
な
要
素
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
し
よ
う

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
や
飼
育
し
て
い
る

猫
の
フ
ン
は
、
放
置
せ
ず
に
必
ず
処
理
し

ま
し
ょ
う
。
処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
の

投
棄
も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
ペ
ッ
ト
は
終
生
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
の
一
員
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の
生
涯

飼
育
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
ペ
ッ
ト
を

捨
て
る
と
、
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
続
け
る
こ

と
が
無
理
な
ら
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　

平
成
19
年
６
月
の
改
正
教
育
職
員
免
許

法
の
成
立
に
よ
り
、
現
在
、
教
員
免
許
更

新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教

壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
生
年
月

日
に
応
じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

　

免
許
の
期
限
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な
方
は
、
申

し
込
み
や
確
認
申
請
の
手
順
な
ど
に
つ
い

て
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

shotou/koushin/003/index.htm

▪
愛
知
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/

0000023795.htm
l

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
教
員
免

許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
７
７
２

　
　

募
集

W
A
N
TED
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夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
土
～
２0
日
月

 

◉
重
点
実
施
項
目

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う

◦
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０  

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
・
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
追
加  

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
へ
、
公
共
下
水
道
な
ど
に
接

続
す
る
場
合
は
、
田
原
市
排
水
設
備
指
定

工
事
店
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

【
水
道
】玉
木
住
宅
設
備（
豊
橋
市
馬
見
塚
町
）

☎（
０
５
３
２
）32
局
４
０
３
５

【
下
水
道
】（
株
）ナ
ガ
シ
マ
（
豊
川
市
美
園
）

☎（
０
５
３
３
）78
局
２
３
１
１

【
水
道
・
下
水
道
】Ｗウ

ォ

ー

タ

ー

ラ

イ

ン

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
豊
橋
市
三
本
木
町
）

☎（
０
５
３
２
）35
局
９
３
９
６

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４　

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４　
　

７月 26 日日
正午～午後 3 時

（品物受付：午前10時～12時）
田原文化会館 多目的ホール

第3回　きらり☆宝市たはらエコフェスタ同時開催

■提供方法　
　提供する品数を、種類ごとに数えてお持ちください。または、市ホームページからチラシをダウンロードし、
品物受付票に品数をご記入の上、当日品物と一緒に提出してください。　
■事前受付
　当日の持ち込みが困難な方は、7月13日（月）から事前持ち込
みを受け付けます。平日（午前8時30分～午後5時15分）に、廃棄
物対策課（市役所南庁舎2階）へお持ちください。
■その他
・取り扱いできないものの持ち込みは、受け取りをお断りさせ

ていただきます。
・提供した品物が残っても持ち帰りの必要はありません。
・提供数に制限はありませんが、持ち帰る数

は1人につき3点程度とします。
・詳しくは、チラシをご覧ください。

▶廃棄物対策課
   ☎ 23 局 3538 23 局 0180
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

　みなさんのご家庭に“まだ使えるけど使わないもの”眠っていませんか？
　きらり☆宝市は、そういった不用品をみなさんから譲っていただき、希
望する人に無料で提供するリユースイベントです。
　リユースとは、不用品をそのまま再利用することで、再び資源に戻すリ
サイクルよりもエネルギーや費用がかかりません。
　リサイクルよりちょっとエコなリユースが今注目されています。

■取り扱うもの　※田原市のご家庭から出たもので、自分で搬入可能なものが対象
衣類 おもちゃ ホビー用品

洗濯済でまだ着られるもの ぬいぐるみ、知育玩具、木製玩具 アウトドア・スポーツ用品

生活雑貨 育児用品 家具
未使用の贈答品・日用品、新品同様の小物
雑貨・かばん・帽子など

マタニティ用品、ベビー用品 カラーボックス程度の小物家具、
衣装ケースなど

※取り扱いできないもの　食料品、化粧品類、学生服、危険物（刃物・薬品など）、家電品、大型家具（1人で持ち
運びができないもの）、汚れや破損が激しいもの

❖リユース自転車抽選会同時開催！
　
抽選券配布◉午前 10 時～午後 0 時 45 分
抽選会◉午後 0 時 45 分～
台数◉大人用 4 台、子ども用 2 台（予定）

・抽選券は、田原市在住の 18 歳以上（高
校生は不可）の方 1 人につき 1 枚。

　※きらり☆宝市へ品物を提供いただい
た方には、抽選券を 3 枚配布。

・自転車の当選は、1 人につき 1 台。
・抽選会に不参加の場合は、当選無効。

▲チラシＱＲコード

│ 11 │　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 6 月15 日



郷土史編さん室 　36局6503

田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

6

▪
表
浜
の
漁
業

　
地
引
網
漁
と
チ
リ
メ
ン
網
漁

　

昭
和
30
年
代
の
表
浜
で
は
、
地
引
網
漁

と
チ
リ
メ
ン
（
シ
ラ
ス
）
網
漁
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。昭
和
27
年
の
記
録
に
は
、

久
美
原
か
ら
越
戸
ま
で
に
36
統
の
地
引
網

が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
引
網
に
は
ほ
う
べ
か
ら
い
ろ
み

4

4

4

（
魚
群
）

を
見
つ
け
て
網
を
入
れ
る
前
網
（
お
か
あ

み
）
と
沖
合
２
～
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
か

ら
網
を
入
れ
る
沖
網
が
あ
り
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
、主
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
沖
網
。

網
入
れ
後
、
約
８
馬
力
の
焼
き
玉
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
た
４
ト
ン
ほ
ど
の
チ
リ
メ
ン
網
用

の
木
造
船
２
隻
か
４
隻
で
岸
近
く
ま
で
網

を
引
い
て
き
ま
す
。
そ
の
後
、ろ
く
ろ
を
使
っ

た
り
、
人
の
力
や
牛
を
使
っ
た
り
し
、
沿
岸

流
に
合
わ
せ
て
半
日
ほ
ど
か
け
て
網
を
揚

げ
ま
し
た
。
時
に
は
大
き
な
袋
に
サ
バ
や
イ

ワ
シ
が
いっ
ぱ
い
に
入
り
、
重
く
て
引
き
揚

げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
、
波
が
寄
せ
る
の
に
合
わ
せ
て
袋
を

転
が
し
て
揚
げ
ま
し
た
。
左
の
写
真
で
は
、

ど
の
漁
師
も
全
身
赤
銅
色
で
た
く
ま
し
く
、

麦
わ
ら
帽
子
や
鉢
巻
き
を
し
、
ふ
ん
ど
し
か

パ
ン
ツ
姿
で
網
を
引
い
て
い
ま
す
。
沖
の
船

は
２
隻
で
組
に
な
って
チ
リ
メ
ン
網
漁
を
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ワ
シ
は
煮
干
に
し
た
り
、
生
の
ま
ま
砂

浜
に
干
し
て
干ほ
し
か鰯
に
し
た
り
、
肥
料
に
し

た
り
し
ま
し
た
。

▪
田
原
湾
の
漁
業

　
ノ
リ
と
ア
サ
リ
の
大
産
地

　

昭
和
41
年
に
漁
業
権
を
放
棄
す
る
ま

で
、
田
原
湾
で
は
ノ
リ
養
殖
や
ア
サ
リ
漁

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
ノ
リ
養
殖
は
、海
に
刺
し
た
竹

に
長
さ
18
メ
ー
ト
ル
幅
１
・
４
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
網
を
張
り
、ノ
リ
が
育
つ
の
を
待

ち
ま
し
た
。左
の
写
真
の
よ
う
に
、一
面
に

ノ
リ
網
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ノ
リ
は

養
殖
場
所
に
よ
っ
て
付
き
方
や
品
質
に
差

表
浜
と
田
原
湾
の
漁
業

が
で
る
た
め
、平
等
に
な
る
よ
う
に
、場
所

割
り
を
し
、く
じ
で
決
め
て
い
ま
し
た
。浅

い
所
で
は
長
靴
で
も
仕
事
が
で
き
ま
し
た

が
、場
所
や
潮
時
に
よ
っ
て
は
、鉄
下
駄
を

履
き
胴
長
を
つ
け
、冬
の
海
に
胸
ま
で
浸

か
っ
て
ノ
リ
を
摘
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

摘
ん
だ
ノ
リ
は
手
回
し
の
チ
ョ
ッ
パ
ー

で
細
か
く
切
り
、
簀す

の
上
に
薄
く
流
し
た

後
、
簀
を
木
製
の
枠
に
刺
し
て
天
日
干
し

に
し
ま
し
た
。
一
日
に
１
０
０
０
枚
か
ら

１
５
０
０
枚
ほ
ど
の
生
産
量
で
、
ア
サ
リ

の
む
き
身
と
と
も
に
大
切
な
現
金
収
入
源

で
し
た
。

　

昭
和
42
年
に
工
業
用
地
の
埋
立
て
が
始

ま
る
と
、ノ
リ
養
殖
も
ア
サ
リ
漁
も
急
速
に

姿
を
消
し
ま
し
た
。

（
執
筆
委
員
・
伊
藤
博
文
）

▼
ア
ジ
サ
イ
の
花
言
葉
は
、

移
り
気
な
ど
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
言
葉
が
有
名
で

す
が
、辛
抱
強
い
愛
、団
結
と
い
っ
た

言
葉
も
あ
り
ま
す
。小
さ
な
花
が
寄

り
添
っ
て
一
つ
の
花
を
作
り
、土
の

色
に
よ
っ
て
花
色
を
変
え
る
ア
ジ
サ

イ
。親
が
子
ど
も
を
想
い
寄
り
添
う

姿
を
連
想
さ
せ
ま
し
た
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】滝
頭
公
園
の
ア
ジ
サ
イ

本誌は再生紙を使用しています。
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）
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